
JP 6094302 B2 2017.3.15

10

20

(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数の貯湯式給湯機を並列に連結した給湯システムであって、
　各々の前記貯湯式給湯機は、湯を生成する加熱手段と、湯を貯留する貯湯タンクとを有
し、
　前記複数の前記貯湯式給湯機の一つである第一貯湯式給湯機は、
　外部の水源から供給される水が通る主給水配管と、
　前記第一貯湯式給湯機以外の前記貯湯式給湯機に水を供給する副給水配管が前記主給水
配管から分岐する分岐部と、
　前記副給水配管を開通する状態と遮断する状態とを切り替える給水遮断弁と、
　前記第一貯湯式給湯機の前記貯湯タンクである第一貯湯タンクからの給湯経路を開通す
る状態と遮断する状態とを切り替える第一給湯遮断弁と、
　前記第一貯湯タンクの貯湯状態に基づいて、前記給水遮断弁および前記第一給湯遮断弁
を制御する第一制御部と、
　を備え、
　前記第一制御部は、前記給水遮断弁と前記第一給湯遮断弁とを共に開くことにより前記
第一貯湯タンクと前記第一貯湯式給湯機以外の前記貯湯式給湯機の前記貯湯タンクとから
同時に出湯する第一の状態と、前記給水遮断弁を閉じて前記第一給湯遮断弁を開くことに
より前記第一貯湯タンクのみから出湯する第二の状態と、前記給水遮断弁を開いて前記第
一給湯遮断弁を閉じることにより前記第一貯湯式給湯機以外の前記貯湯式給湯機の前記貯
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湯タンクのみから出湯する第三の状態とを切り替え、
　前記第一制御部は、前記第一貯湯タンク内の下部の温度が予め設定された閾値に比べて
高い場合、または前記第一貯湯タンク内に中温水が溜まったと判断した場合には、前記第
二の状態にする給湯システム。
【請求項２】
　複数の貯湯式給湯機を並列に連結した給湯システムであって、
　各々の前記貯湯式給湯機は、湯を生成する加熱手段と、湯を貯留する貯湯タンクとを有
し、
　前記複数の前記貯湯式給湯機の一つである第一貯湯式給湯機は、
　外部の水源から供給される水が通る主給水配管と、
　前記第一貯湯式給湯機以外の前記貯湯式給湯機に水を供給する副給水配管が前記主給水
配管から分岐する分岐部と、
　前記副給水配管を開通する状態と遮断する状態とを切り替える給水遮断弁と、
　前記第一貯湯式給湯機の前記貯湯タンクである第一貯湯タンクからの給湯経路を開通す
る状態と遮断する状態とを切り替える第一給湯遮断弁と、
　前記第一貯湯タンクの貯湯状態に基づいて、前記給水遮断弁および前記第一給湯遮断弁
を制御する第一制御部と、
　を備え、
　前記第一制御部は、前記給水遮断弁と前記第一給湯遮断弁とを共に開くことにより前記
第一貯湯タンクと前記第一貯湯式給湯機以外の前記貯湯式給湯機の前記貯湯タンクとから
同時に出湯する第一の状態と、前記給水遮断弁を閉じて前記第一給湯遮断弁を開くことに
より前記第一貯湯タンクのみから出湯する第二の状態と、前記給水遮断弁を開いて前記第
一給湯遮断弁を閉じることにより前記第一貯湯式給湯機以外の前記貯湯式給湯機の前記貯
湯タンクのみから出湯する第三の状態とを切り替え、
　前記第一制御部は、前記第一貯湯タンク内の上部の温度が予め設定された閾値に比べて
低い場合、または前記第一貯湯タンク内の貯湯量が予め設定された閾値より少なくなった
と判断した場合には、前記第三の状態にする給湯システム。
【請求項３】
　前記第一貯湯式給湯機以外の前記貯湯式給湯機である第二貯湯式給湯機に、前記第二貯
湯式給湯機の前記貯湯タンクである第二貯湯タンクからの給湯経路を開通する状態と遮断
する状態とを切り替える第二給湯遮断弁と、前記第二給湯遮断弁を制御する第二制御部と
が設けられている請求項１または請求項２に記載の給湯システム。
【請求項４】
　前記第一貯湯式給湯機以外の前記貯湯式給湯機である第二貯湯式給湯機に第二制御部が
設けられ、
　前記第一制御部は、前記第一貯湯タンク内の上部の温度が予め設定された閾値に比べて
低い場合、または前記第一貯湯タンク内の貯湯量が予め設定された閾値より少なくなった
と判断した場合には、前記第一貯湯式給湯機の前記加熱手段を稼動させて前記第一貯湯タ
ンク内の貯湯量を増加させる運転を行うように制御し、
　前記第二制御部は、前記第二貯湯式給湯機の前記貯湯タンクである第二貯湯タンク内の
上部の温度が予め設定された閾値に比べて低い場合、または前記第二貯湯タンク内の貯湯
量が予め設定された閾値より少なくなったと判断した場合には、前記第二貯湯式給湯機の
前記加熱手段を稼動させて前記第二貯湯タンク内の貯湯量を増加させる運転を行うように
制御する請求項１または請求項２に記載の給湯システム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、複数の貯湯式給湯機を並列に連結した給湯システムに関する。
【背景技術】
【０００２】
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　特許文献１に記載されたヒートポンプ式給湯装置は、１つの貯湯タンクユニット内に、
並列に連結された２つの貯湯タンク（第１貯湯タンク、第２貯湯タンク）と、これらの貯
湯タンクの下部相互間を連通する連通路を遮断する状態と開通する状態とに切り替える遮
断手段とを備えている。このような特許文献１の装置では、遮断手段を遮断状態にするこ
とで、第１貯湯タンクの下部への低温水の貯留と、第２貯湯タンクの下部への中温水の貯
留とを別々に実施できる。これにより、次回のヒートポンプユニットの沸き上げ運転時に
、低温水と中温水とが混合して温度上昇した水がヒートポンプユニットの熱交換器の水入
口側に給水されることを防止し、第１貯湯タンクの下部の低温水を低温状態のままヒート
ポンプユニットの熱交換器に給水できるので、ヒートポンプユニットの効率が向上する。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２００３－２２２４０１号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　しかしながら、特許文献１の装置では、第２貯湯タンク内の高温水を出湯する際には、
第２貯湯タンク内の高温水が一旦第１貯湯タンク内の上部に流入し、第１貯湯タンク内の
上部を経由して、出湯される。このため、第１貯湯タンク内の上部の温度が低いときは、
第２貯湯タンクから流入した高温水が第１貯湯タンク内の低温水と混合してしまい、中温
水が第１貯湯タンク内に生成されるという課題がある。
【０００５】
　ところで、大量の湯を消費する施設などで貯湯式給湯機を用いる場合に、特許文献１の
装置のように、並列に接続した複数の貯湯タンクを内蔵させることによって大容量の貯湯
式給湯機を構成することが考えられる。しかしながら、このようにして大容量の貯湯式給
湯機を構成する方法では、新たに設計・製造する部品が多数必要になり、開発コストおよ
び製造コストが高くなる。
【０００６】
　これに対し、独立した貯湯式給湯機を、複数、並列に連結して使用する方法が考えられ
る。この方法によれば、既存の貯湯式給湯機を大きく改変することなく用いることができ
るので、開発コストおよび製造コストを抑制することができる。また、連結する貯湯式給
湯機の台数を変更することにより、施設等で必要とされる湯量の違いに容易に対応できる
という利点もある。
【０００７】
　複数の貯湯式給湯機を並列に連結して使用する場合に、エネルギー効率を向上するなど
の観点で、一つの貯湯式給湯機から優先的に出湯した方がよい場合がある。例えば、一つ
の貯湯式給湯機の貯湯タンク内に中温水が多く溜まっている状況では、当該貯湯タンクか
ら優先的に出湯した方が、エネルギー効率が向上する。しかしながら、一つの貯湯式給湯
機から優先的に出湯するには、他の貯湯式給湯機の給湯経路を遮断する弁を閉じるなどの
制御を行う必要がある。このため、そのような制御を実施するには、複数の貯湯式給湯機
を電気的に相互に接続し、相互に通信可能にすることが必要になり、システムが複雑化す
るという課題がある。
【０００８】
　本発明は、上述のような課題を解決するためになされたもので、複数の貯湯式給湯機を
並列に連結した給湯システムにおいて、複数の貯湯式給湯機を電気的に相互に接続するこ
となく、一つの貯湯式給湯機から優先的に出湯することが可能な給湯システムを提供する
ことを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　本発明に係る給湯システムは、複数の貯湯式給湯機を並列に連結した給湯システムであ
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って、各々の貯湯式給湯機は、湯を生成する加熱手段と、湯を貯留する貯湯タンクとを有
し、複数の貯湯式給湯機の一つである第一貯湯式給湯機は、外部の水源から供給される水
が通る主給水配管と、第一貯湯式給湯機以外の貯湯式給湯機に水を供給する副給水配管が
主給水配管から分岐する分岐部と、副給水配管を開通する状態と遮断する状態とを切り替
える給水遮断弁と、第一貯湯式給湯機の貯湯タンクである第一貯湯タンクからの給湯経路
を開通する状態と遮断する状態とを切り替える第一給湯遮断弁と、第一貯湯タンクの貯湯
状態に基づいて、給水遮断弁および第一給湯遮断弁を制御する第一制御部と、を備え、第
一制御部は、給水遮断弁と第一給湯遮断弁とを共に開くことにより第一貯湯タンクと第一
貯湯式給湯機以外の貯湯式給湯機の貯湯タンクとから同時に出湯する第一の状態と、給水
遮断弁を閉じて第一給湯遮断弁を開くことにより第一貯湯タンクのみから出湯する第二の
状態と、給水遮断弁を開いて第一給湯遮断弁を閉じることにより第一貯湯式給湯機以外の
貯湯式給湯機の貯湯タンクのみから出湯する第三の状態とを切り替え、第一制御部は、第
一貯湯タンク内の下部の温度が予め設定された閾値に比べて高い場合、または第一貯湯タ
ンク内に中温水が溜まったと判断した場合には、第二の状態にするものである。
　また、本発明に係る給湯システムは、複数の貯湯式給湯機を並列に連結した給湯システ
ムであって、各々の貯湯式給湯機は、湯を生成する加熱手段と、湯を貯留する貯湯タンク
とを有し、複数の貯湯式給湯機の一つである第一貯湯式給湯機は、外部の水源から供給さ
れる水が通る主給水配管と、第一貯湯式給湯機以外の貯湯式給湯機に水を供給する副給水
配管が主給水配管から分岐する分岐部と、副給水配管を開通する状態と遮断する状態とを
切り替える給水遮断弁と、第一貯湯式給湯機の貯湯タンクである第一貯湯タンクからの給
湯経路を開通する状態と遮断する状態とを切り替える第一給湯遮断弁と、第一貯湯タンク
の貯湯状態に基づいて、給水遮断弁および第一給湯遮断弁を制御する第一制御部と、を備
え、第一制御部は、給水遮断弁と第一給湯遮断弁とを共に開くことにより第一貯湯タンク
と第一貯湯式給湯機以外の貯湯式給湯機の貯湯タンクとから同時に出湯する第一の状態と
、給水遮断弁を閉じて第一給湯遮断弁を開くことにより第一貯湯タンクのみから出湯する
第二の状態と、給水遮断弁を開いて第一給湯遮断弁を閉じることにより第一貯湯式給湯機
以外の貯湯式給湯機の貯湯タンクのみから出湯する第三の状態とを切り替え、第一制御部
は、第一貯湯タンク内の上部の温度が予め設定された閾値に比べて低い場合、または第一
貯湯タンク内の貯湯量が予め設定された閾値より少なくなったと判断した場合には、第三
の状態にするものである。
【発明の効果】
【００１０】
　本発明によれば、複数の貯湯式給湯機を並列に連結した給湯システムにおいて、複数の
貯湯式給湯機を電気的に相互に接続することなく、一つの貯湯式給湯機から優先的に出湯
することが可能となる。
【図面の簡単な説明】
【００１１】
【図１】本発明の実施の形態１の給湯システムを示す構成図である。
【図２】本発明の実施の形態１の給湯システムにおいて、第一貯湯タンクと第二貯湯タン
クとの双方から同時に出湯する状態（第一の状態）を説明する図である。
【図３】本発明の実施の形態１の給湯システムにおいて、第二貯湯タンクからは出湯せず
、第一貯湯タンクのみから出湯する状態（第二の状態）を説明する図である。
【図４】本発明の実施の形態１の給湯システムにおいて、第一貯湯タンクからは出湯せず
、第二貯湯タンクのみから出湯する状態（第三の状態）を説明する図である。
【図５】本発明の実施の形態１の給湯システムにおいて、第二貯湯タンクからは出湯せず
、第一貯湯タンクのみから出湯する状態（第四の状態）を説明する図である。
【発明を実施するための形態】
【００１２】
　以下、図面を参照して本発明の実施の形態について説明する。なお、各図において共通
する要素には、同一の符号を付して、重複する説明を省略する。
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【００１３】
実施の形態１．
　図１は、本発明の実施の形態１の給湯システムを示す構成図である。図１に示す本実施
の形態１の給湯システム７０は、第一貯湯式給湯機８０と、第二貯湯式給湯機９０とが並
列に連結された構成になっている。第一貯湯式給湯機８０は、ヒートポンプサイクルを利
用して湯を生成する第一ヒートポンプユニット７（加熱手段）と、第一貯湯ユニット３１
とを有している。第一ヒートポンプユニット７と、第一貯湯ユニット３１とは、第一ヒー
トポンプ戻り配管１１と、第一ヒートポンプ往き配管１２と、電気配線（図示省略）とを
介して互いに接続されている。第二貯湯式給湯機９０は、ヒートポンプサイクルを利用し
て湯を生成する第二ヒートポンプユニット３８（加熱手段）と、第二貯湯ユニット６１と
を有している。第二ヒートポンプユニット３８と、第二貯湯ユニット６１とは、第二ヒー
トポンプ戻り配管４２と、第二ヒートポンプ往き配管４３と、電気配線（図示省略）とを
介して互いに接続されている。また、後述するように、第一貯湯ユニット３１の主給水配
管２１と、第二貯湯ユニット６１の副給水配管５２とは、給水遮断弁２７を介して接続さ
れている。
【００１４】
　第一貯湯ユニット３１には、第一貯湯式給湯機８０の動作を制御する第一制御部３０が
搭載されている。第一ヒートポンプユニット７および第一貯湯ユニット３１が備える各種
の弁類、ポンプ類等の作動は、これらと電気的に接続された第一制御部３０により制御さ
れる。また、第二貯湯ユニット６１には、第二貯湯式給湯機９０の動作を制御する第二制
御部６０が搭載されている。第二ヒートポンプユニット３８および第二貯湯ユニット６１
が備える各種の弁類、ポンプ類等の作動は、これらと電気的に接続された第二制御部６０
により制御される。
【００１５】
　第一ヒートポンプユニット７は、第一貯湯ユニット３１から導かれた水を加熱する。第
一ヒートポンプユニット７は、圧縮機１、水冷媒熱交換器３、膨張弁４および空気熱交換
器６を冷媒循環配管５にて環状に接続して構成されたヒートポンプサイクルを搭載してい
る。水冷媒熱交換器３は、冷媒循環配管５を流れる冷媒と、第一貯湯ユニット３１から導
かれた水との間で熱交換を行う。第一ヒートポンプユニット７には、更に、外気温度を検
知する外気温度センサ８と、水冷媒熱交換器３に流入する水の温度を検知する入水温度セ
ンサ９と、水冷媒熱交換器３で加熱された高温水の温度を検知する出湯温度センサ１０と
が設けられている。第一ヒートポンプユニット７は、水冷媒熱交換器３に流入する水の温
度が高いほど、効率（ＣＯＰ：Ｃｏｅｆｆｉｃｉｅｎｔ　Ｏｆ　Ｐｅｒｆｏｒｍａｎｃｅ
）が低下する。
【００１６】
　第二ヒートポンプユニット３８は、第二貯湯ユニット６１から導かれた水を加熱する。
第二ヒートポンプユニット３８の構成は、上述した第一ヒートポンプユニット７とほぼ同
様の構成である。すなわち、第二ヒートポンプユニット３８は、圧縮機３２、水冷媒熱交
換器３４、膨張弁３５および空気熱交換器３７を冷媒循環配管３６にて環状に接続して構
成されたヒートポンプサイクルを搭載している。水冷媒熱交換器３４は、冷媒循環配管３
６を流れる冷媒と第二貯湯ユニット６１から導かれた水との間で熱交換を行う。第二ヒー
トポンプユニット３８には、更に、外気温度を検知する外気温度センサ３９と、水冷媒熱
交換器３４に流入する水の温度を検知する入水温度センサ４０と、水冷媒熱交換器３４で
加熱された高温水の温度を検知する出湯温度センサ４１とが設けられている。
【００１７】
　第一貯湯ユニット３１には、以下の各種部品および配管などが設けられている。第一貯
湯タンク１８は、湯水を貯留するためのものである。第一貯湯タンク１８内には、上側が
高温、下側が低温になるように、温度成層を形成して湯水を貯留することができる。水道
等の外部の水源から供給される水（低温水）は、まず、主給水配管２１に流入する。主給
水配管２１を通過した水は、減圧弁２３にて、所定圧力に調圧された後、タンク側給水配
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管２２と、混合弁側給水配管２４とに分岐する。タンク側給水配管２２は、第一貯湯タン
ク１８の下部に接続されている。タンク側給水配管２２を通過した水は、第一貯湯タンク
１８の下部に流入する。混合弁側給水配管２４を通過した水は、給湯用混合弁２０に流入
する。主給水配管２１の途中には、第二貯湯式給湯機９０（第二貯湯ユニット６１）に水
を供給する副給水配管５２が分岐する分岐部が設けられている。この分岐部の付近には、
副給水配管５２を開通する状態と遮断する状態とを切り替える給水遮断弁２７が設けられ
ている。第一貯湯タンク１８の下部には、更に、循環ポンプ配管１４の一端が接続されて
いる。循環ポンプ配管１４の他端は、循環ポンプ１３の吸入口に接続されている。循環ポ
ンプ１３の吐出口は、第一ヒートポンプ往き配管１２に接続されている。第一貯湯タンク
１８の貯湯量（蓄熱量）を増加させる貯湯運転を行う際には、循環ポンプ１３が駆動され
、第一貯湯タンク１８の下部から導出された水が循環ポンプ配管１４および第一ヒートポ
ンプ往き配管１２を通って第一ヒートポンプユニット７に送られる。第一ヒートポンプユ
ニット７で加熱された高温水は、第一ヒートポンプ戻り配管１１を通って第一貯湯ユニッ
ト３１に戻り、流路切替弁１５のｃポートに流入する。流路切替弁１５のａポートは、バ
イパス配管１６を介して、第一貯湯タンク１８の下部に接続されている。流路切替弁１５
のｂポートは、温水導入配管１７を介して、第一貯湯タンク１８の上部に接続されている
。貯湯運転の開始直後において第一ヒートポンプユニット７から流出する水の温度がまだ
十分に高くなっていない場合などには、流路切替弁１５をｃ－ａ側に切り替えることによ
り、第一ヒートポンプユニット７から戻った水を第一貯湯タンク１８の下部に流入させる
。そして、第一ヒートポンプユニット７から流出する水の温度が十分に高くなった場合に
は、流路切替弁１５をｃ－ｂ側に切り替えることにより、第一ヒートポンプユニット７か
ら戻った高温水を第一貯湯タンク１８の上部に流入させる。このようにして貯湯運転を行
うことにより、第一貯湯タンク１８内に上部側から高温水が貯えられていく。第一貯湯タ
ンク１８の上部には、温水導出配管１９の一端が接続されている。第一貯湯タンク１８か
ら出湯する際には、主給水配管２１、減圧弁２３およびタンク側給水配管２２を通って第
一貯湯タンク１８に伝わる給水圧力（水源の水圧）により、第一貯湯タンク１８内の上部
の湯が温水導出配管１９へ導出される。温水導出配管１９の他端は、給湯用混合弁２０に
接続されている。給湯用混合弁２０は、第一貯湯タンク１８から温水導出配管１９を通っ
て出湯される湯と、混合弁側給水配管２４から供給される水との混合比を調整することに
より、使用者の設定した温度の湯を生成する。給湯用混合弁２０にて生成された湯は、第
一給湯配管２６を通って、外部の給湯端末６２側へ送られる。第一給湯配管２６には、第
一給湯配管２６を開通する状態と遮断する状態とを切り替える第一給湯遮断弁２５が設け
られている。第一貯湯タンク１８には、第一貯湯タンク１８内の下部の水温を検知する第
一貯湯タンク下部温度センサ２８と、第一貯湯タンク１８内の上部の水温を検知する第一
貯湯タンク上部温度センサ２９とが取り付けられている。第一制御部３０は、これらの温
度センサ２８，２９により取得された第一貯湯タンク１８内の温度分布（貯湯状態）に基
づいて、第一貯湯タンク１８内の貯湯量（残湯量）を算出し、第一ヒートポンプユニット
７による第一貯湯タンク１８への貯湯運転の開始および停止などを制御する。図示の構成
では、第一貯湯タンク１８に２個の温度センサ２８，２９を取り付けているが、温度分布
（貯湯状態）をより詳細に検知するために３個以上の温度センサを異なる高さ位置に取り
付けても良い。
【００１８】
　第二貯湯ユニット６１の構成は、上述した第一貯湯ユニット３１と概ね同様の構成であ
る。第二貯湯ユニット６１には、以下の各種部品および配管などが設けられている。第二
貯湯タンク４９は、湯水を貯留するためのものである。第二貯湯タンク４９内には、上側
が高温、下側が低温になるように、温度成層を形成して湯水を貯留することができる。第
二貯湯ユニット６１には、第一貯湯ユニット３１の主給水配管２１から分岐した副給水配
管５２により、水（低温水）が供給される。副給水配管５２を通過した水は、減圧弁５４
にて、所定圧力に調圧された後、タンク側給水配管５３と、混合弁側給水配管５５とに分
岐する。タンク側給水配管５３は、第二貯湯タンク４９の下部に接続されている。タンク
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側給水配管５３を通過した水は、第二貯湯タンク４９の下部に流入する。混合弁側給水配
管５５を通過した水は、給湯用混合弁５１に流入する。第二貯湯タンク４９の下部には、
更に、循環ポンプ配管４５の一端が接続されている。循環ポンプ配管４５の他端は、循環
ポンプ４４の吸入口に接続されている。循環ポンプ４４の吐出口は、第二ヒートポンプ往
き配管４３に接続されている。第二貯湯タンク４９の貯湯量（蓄熱量）を増加させる貯湯
運転を行う際には、循環ポンプ４４が駆動され、第二貯湯タンク４９の下部から導出され
た水が循環ポンプ配管４５および第二ヒートポンプ往き配管４３を通って第二ヒートポン
プユニット３８に送られる。第二ヒートポンプユニット３８で加熱された高温水は、第二
ヒートポンプ戻り配管４２を通って第二貯湯ユニット６１に戻り、流路切替弁４６のｃポ
ートに流入する。流路切替弁４６のａポートは、バイパス配管４７を介して、第二貯湯タ
ンク４９の下部に接続されている。流路切替弁４６のｂポートは、温水導入配管４８を介
して、第二貯湯タンク４９の上部に接続されている。貯湯運転の開始直後において第二ヒ
ートポンプユニット３８から流出する水の温度がまだ十分に高くなっていない場合などに
は、流路切替弁４６をｃ－ａ側に切り替えることにより、第二ヒートポンプユニット３８
から戻った水を第二貯湯タンク４９の下部に流入させる。そして、第二ヒートポンプユニ
ット３８から流出する水の温度が十分に高くなった場合には、流路切替弁４６をｃ－ｂ側
に切り替えることにより、第二ヒートポンプユニット３８から戻った高温水を第二貯湯タ
ンク４９の上部に流入させる。このようにして貯湯運転を行うことにより、第二貯湯タン
ク４９内に上部側から高温水が貯えられていく。第二貯湯タンク４９の上部には、温水導
出配管５０の一端が接続されている。第二貯湯タンク４９から出湯する際には、主給水配
管２１、給水遮断弁２７、副給水配管５２、タンク側給水配管５３および減圧弁５４を通
って第二貯湯タンク４９に伝わる給水圧力（水源の水圧）により、第二貯湯タンク４９内
の上部の湯が温水導出配管５０へ導出される。温水導出配管５０の他端は、給湯用混合弁
５１に接続されている。給湯用混合弁５１は、第二貯湯タンク４９から温水導出配管５０
を通って出湯される湯と、混合弁側給水配管５５から供給される水との混合比を調整する
ことにより、使用者の設定した温度の湯を生成する。給湯用混合弁５１にて生成された湯
は、第二給湯配管５７を通って、外部の給湯端末６２側へ送られる。第二給湯配管５７に
は、第二給湯配管５７を開通する状態と遮断する状態とを切り替える第二給湯遮断弁５６
が設けられている。第二貯湯タンク４９には、第二貯湯タンク４９内の下部の水温を検知
する第二貯湯タンク下部温度センサ５８と、第二貯湯タンク４９内の上部の水温を検知す
る第二貯湯タンク上部温度センサ５９とが取り付けられている。第二制御部６０は、これ
らの温度センサ５８，５９により取得された第二貯湯タンク４９内の温度分布（貯湯状態
）に基づいて、第二貯湯タンク４９内の貯湯量（残湯量）を算出し、第二ヒートポンプユ
ニット３８による第二貯湯タンク４９への貯湯運転の開始および停止などを制御する。図
示の構成では、第二貯湯タンク４９に２個の温度センサ５８，５９を取り付けているが、
温度分布（貯湯状態）をより詳細に検知するために３個以上の温度センサを異なる高さ位
置に取り付けても良い。なお、本実施の形態１では、給湯端末６２側の配管は、第一給湯
配管２６と第二給湯配管５７とが合流した配管になっている。
【００１９】
　図２は、本実施の形態１の給湯システム７０において、第一貯湯タンク１８と第二貯湯
タンク４９との双方から同時に出湯する状態（第一の状態）を説明する図である。なお、
図２以下では、湯水が流れる配管を太線で示す。図２に示すように、第一貯湯タンク１８
と第二貯湯タンク４９との双方から同時に出湯する場合には、第一貯湯式給湯機８０の第
一制御部３０は、第一給湯遮断弁２５および給水遮断弁２７を共に開くように制御する。
また、第二貯湯式給湯機９０の第二制御部６０は、第二給湯遮断弁５６を開くように制御
する。図２に示すように、給水遮断弁２７を開くことにより、第一貯湯タンク１８の下部
と第二貯湯タンク４９の下部との双方に給水圧力が作用するので、第一貯湯タンク１８と
第二貯湯タンク４９との双方から同時に出湯して、給湯端末６２に湯を供給することがで
きる。給湯システム７０では、例えば、第一貯湯タンク１８内の上部の温度と、第二貯湯
タンク４９内の上部の温度とが共に高いような場合には、図２に示す第一の状態になるよ
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うに制御され、第一貯湯タンク１８と第二貯湯タンク４９との双方から同時に出湯される
。
【００２０】
　図３は、本実施の形態１の給湯システム７０において、第二貯湯タンク４９からは出湯
せず、第一貯湯タンク１８のみから出湯する状態（第二の状態）を説明する図である。図
３に示す状態では、第一制御部３０は、給水遮断弁２７を閉じ、第一給湯遮断弁２５を開
くように制御する。給水遮断弁２７を閉じると、第二貯湯タンク４９の下部に給水圧力が
作用しなくなるので、第二給湯遮断弁５６が開いていても、第二貯湯タンク４９内の上部
の温水が温水導出配管５０に導出されることはない。このため、この状態では、図３に示
すように、第二貯湯タンク４９からは出湯せず、第一貯湯タンク１８のみから出湯するこ
とによって、給湯端末６２に湯が供給される。
【００２１】
　第一貯湯タンク１８には、温水導入配管１７からの高温水が上部に流入し、タンク側給
水配管２２からの低温水が下部に流入する。このため、通常は、第一貯湯タンク１８内に
は、上部が高温、下部が低温となる温度勾配（温度成層）が形成される。しかしながら、
第一貯湯タンク１８の湯の使用状況、第一貯湯タンク１８からの放熱などの影響により、
高温水と低温水との中間的な温度の中温水（例えば、４５℃程度）が多く溜まることがあ
る。第一貯湯タンク１８内に中温水が多く溜まると、この中温水と第一貯湯タンク１８内
の下部の低温水との撹拌が生じて、第一貯湯タンク１８内の下部の水温が上昇する。その
ため、第一貯湯式給湯機８０の貯湯運転の際に、第一ヒートポンプユニット７への入水温
度が高くなり、水冷媒熱交換器３における冷媒と水との温度差が減少し、第一ヒートポン
プユニット７の効率（ＣＯＰ）が低下する。
【００２２】
　上記の課題を解決するため、本実施の形態１では、第一制御部３０は、第一貯湯タンク
１８内に中温水が溜まったと判断した場合には、給水遮断弁２７を閉じることにより、第
一貯湯タンク１８から優先的に出湯する状態（図３に示す第二の状態）になるように制御
する。これにより、第一貯湯タンク１８内の湯が優先的に給湯端末６２に供給されるので
、第一貯湯タンク１８内の湯が早く消費され、それに伴い、タンク側給水配管２２からの
低温水が第一貯湯タンク１８の下部に流入する。このため、第一貯湯タンク１８内の下部
の水温が上昇することを確実に抑制することができる。その結果、第一貯湯式給湯機８０
の貯湯運転の際に、第一ヒートポンプユニット７への入水温度が低くなるので、第一ヒー
トポンプユニット７の効率（ＣＯＰ）を向上することができる。
【００２３】
　なお、第一貯湯タンク１８内に中温水が溜まったかどうかを第一制御部３０が判断する
方法としては、例えば、第一貯湯タンク下部温度センサ２８により検知される温度と、予
め設定された閾値とを比較する方法が上げられる。すなわち、本実施の形態１では、第一
制御部３０は、第一貯湯タンク下部温度センサ２８により検知される温度が、予め設定さ
れた閾値に比べて高くなった場合には、第一貯湯タンク１８内に中温水が溜まったと判断
し、第一給湯遮断弁２５を開いた状態に維持して、給水遮断弁２７を閉じることにより、
図３に示す第二の状態になるように制御する。このような制御により、上記のようにして
、第一ヒートポンプユニット７の効率（ＣＯＰ）を向上することができる。この制御は、
第一給湯遮断弁２５と給水遮断弁２７とを第一制御部３０により制御するだけで良いため
、第一制御部３０と第二制御部６０とが連携する必要はない。したがって、本実施の形態
１の給湯システム７０では、第一制御部３０と第二制御部６０とが相互に通信可能になる
ように、第一貯湯式給湯機８０と第二貯湯式給湯機９０とを電気的に接続する必要はない
。このため、本実施の形態１によれば、簡易なシステム構成で、第一ヒートポンプユニッ
ト７の効率（ＣＯＰ）を向上することが可能となる。
【００２４】
　図４は、本実施の形態１の給湯システム７０において、第一貯湯タンク１８からは出湯
せず、第二貯湯タンク４９のみから出湯する状態（第三の状態）を説明する図である。図
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４に示す状態では、第一制御部３０は、給水遮断弁２７を開き、第一給湯遮断弁２５を閉
じるように制御する。また、第二貯湯式給湯機９０の第二制御部６０は、第二給湯遮断弁
５６を開くように制御する。これにより、第一貯湯タンク１８からは出湯せず、第二貯湯
タンク４９のみから出湯することによって、給湯端末６２に湯が供給される。
【００２５】
　本実施の形態１では、第一制御部３０は、第一貯湯タンク上部温度センサ２９により検
知される第一貯湯タンク１８内の上部の温度が予め設定された閾値（最低貯湯温度）に比
べて低い場合、または第一貯湯タンク１８内の貯湯量が予め設定された閾値（最低貯湯量
）より少なくなったと判断した場合には、図４に示す第三の状態に制御することにより、
第一貯湯タンク１８からの出湯を停止するとともに、第一ヒートポンプユニット７および
循環ポンプ１３を稼動させることにより、第一貯湯タンク１８内の貯湯量を増加させる貯
湯運転を行うように制御する。このような制御を行うことにより、第一貯湯タンク１８内
の湯が枯渇することを確実に予防することができる。
【００２６】
　図５は、本実施の形態１の給湯システム７０において、第二貯湯タンク４９からは出湯
せず、第一貯湯タンク１８のみから出湯する状態（第四の状態）を説明する図である。図
５に示す状態では、第二制御部６０は、第二給湯遮断弁５６を閉じるように制御する。こ
れにより、第二貯湯タンク４９からは出湯せず、第一貯湯タンク１８のみから出湯するこ
とによって、給湯端末６２に湯が供給される。
【００２７】
　本実施の形態１では、第二制御部６０は、第二貯湯タンク上部温度センサ５９により検
知される第二貯湯タンク４９内の上部の温度が予め設定された閾値（最低貯湯温度）に比
べて低い場合、または第二貯湯タンク４９内の貯湯量が予め設定された閾値（最低貯湯量
）より少なくなったと判断した場合には、図５に示す第四の状態に制御することにより、
第二貯湯タンク４９からの出湯を停止するとともに、第二ヒートポンプユニット３８およ
び循環ポンプ４４を稼動させることにより、第二貯湯タンク４９内の貯湯量を増加させる
貯湯運転を行うように制御する。このような制御を行うことにより、第二貯湯タンク４９
内の湯が枯渇することを確実に予防することができる。
【００２８】
　以上説明したように、本実施の形態１によれば、複数の独立した貯湯式給湯機（第一貯
湯式給湯機８０、第二貯湯式給湯機９０）を並列に連結することによって大容量の給湯シ
ステムを構成する場合に、複数の貯湯式給湯機を電気的に相互に接続することなしに、一
つの貯湯式給湯機から優先的に出湯することが可能となるので、効率的な運転を行うこと
が可能となる。このため、システム構成が簡易になり、製造コストが低減するとともに、
据え付け作業が簡易になる。なお、本実施の形態１では、２台の貯湯式給湯機を並列に連
結した給湯システム７０を例に説明したが、本発明は、３台以上の貯湯式給湯機を並列に
連結した給湯システムにも同様に適用可能である。
【符号の説明】
【００２９】
１　圧縮機、３　水冷媒熱交換器、４　膨張弁、５　冷媒循環配管、６　空気熱交換器、
７　第一ヒートポンプユニット、８　外気温度センサ、９　入水温度センサ、１０　出湯
温度センサ、１１　第一ヒートポンプ戻り配管、１２　第一ヒートポンプ往き配管、１３
　循環ポンプ、１４　循環ポンプ配管、１５　流路切替弁、１６　バイパス配管、１７　
温水導入配管、１８　第一貯湯タンク、１９　温水導出配管、２０　給湯用混合弁、２１
　主給水配管、２２　タンク側給水配管、２３　減圧弁、２４　混合弁側給水配管、２５
　第一給湯遮断弁、２６　第一給湯配管、２７　給水遮断弁、２８　第一貯湯タンク下部
温度センサ、２９　第一貯湯タンク上部温度センサ、３０　第一制御部、３１　第一貯湯
ユニット、３２　圧縮機、３４　水冷媒熱交換器、３５　膨張弁、３６　冷媒循環配管、
３７　空気熱交換器、３８　第二ヒートポンプユニット、３９　外気温度センサ、４０　
入水温度センサ、４１　出湯温度センサ、４２　第二ヒートポンプ戻り配管、４３　第二
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ヒートポンプ往き配管、４４　循環ポンプ、４５　循環ポンプ配管、４６　流路切替弁、
４７　バイパス配管、４８　温水導入配管、４９　第二貯湯タンク、５０　温水導出配管
、５１　給湯用混合弁、５２　副給水配管、５３　タンク側給水配管、５４　減圧弁、５
５　混合弁側給水配管、５６　第二給湯遮断弁、５７　第二給湯配管、５８　第二貯湯タ
ンク下部温度センサ、５９　第二貯湯タンク上部温度センサ、６０　第二制御部、６１　
第二貯湯ユニット、６２　給湯端末、７０　給湯システム、８０　第一貯湯式給湯機、９
０　第二貯湯式給湯機

【図１】 【図２】
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【図３】 【図４】

【図５】



(12) JP 6094302 B2 2017.3.15

10

フロントページの続き

(72)発明者  柳本　圭
            東京都千代田区丸の内二丁目７番３号　三菱電機株式会社内

    審査官  杉山　豊博

(56)参考文献  特開２００８－０３２３２７（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開２００５－１３４０６４（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開２０１１－１９１０３９（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開２００２－０１３８１１（ＪＰ，Ａ）　　　

(58)調査した分野(Int.Cl.，ＤＢ名)
              Ｆ２４Ｈ　　　１／１８　　　　
              Ｆ２４Ｈ　　　４／０２　　　　
              Ｆ２４Ｈ　　　１／００　　　　


	biblio-graphic-data
	claims
	description
	drawings
	overflow

